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 次の文は，GNSS 測量機を用いた測量の誤差について述べたものである。   ア   ～  

   エ   に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

 

GNSS 測量機を用いた測量における主要な誤差要因には，GNSS 衛星位置や時計などの誤差に加え， 

GNSS 衛星から観測点までに電波が伝搬する過程で生じる誤差がある。そのうち，   ア   は周

波数に依存するため，２周波の観測により軽減することができる。特に，10 km より長い基線の観

測では，２周波を受信できるGNSS 測量機を使う必要がある。一方，  イ   は周波数に依存せず，

２周波の観測により軽減することができないため，基線解析ソフトウェアで採用している標準値を

用いて近似的に補正が行われる。  ウ   法では，電子基準点の観測データから作られる補正量

などを取得し，解析処理を行うことで，これらの誤差を軽減している。 

ただし，GNSS 衛星から直接到達する電波以外に電波が構造物などに当たって反射したものが受信

される現象である   エ   による誤差は，   ウ   法によっても補正できないので，選点に当

たっては，周辺に構造物などが無い場所を選ぶなどの注意が必要である。 

 

 ア イ ウ エ 

1. 電離層遅延誤差 対流圏遅延誤差 ネットワーク型RTK マルチパス 

2. 電離層遅延誤差 成層圏遅延誤差 キネマティック サイクルスリップ 

3. 成層圏遅延誤差 対流圏遅延誤差 ネットワーク型RTK アンテナ位相特性 

4. 対流圏遅延誤差 成層圏遅延誤差 ネットワーク型RTK マルチパス 

5. 対流圏遅延誤差 電離層遅延誤差 キネマティック サイクルスリップ 
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